
特別調査「中小企業における生成AI の
　　　　　利活用について」
【特別設問】：中東情勢による影響

このレポートは、当金庫のお取引先２６４社に対し
２０２６年７～９月期の景気の現状と２０２６年
10～ 12月期の見通しを調査したものです。
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　2026年9月の日銀全国企業短期経済観測調査（短観）によると、企業の景況感
を示す業況判断指数（DI）は、大企業・製造業が＋24で前回調査から2ポイント改
善し、非製造業は＋35で同2ポイント悪化した。大企業の先行きは、製造業で3ポ
イント悪化の＋21、非製造業で5ポイント悪化の＋30を見込んでいる。中小企業・
製造業のDIは＋14で前回調査から5ポイント改善し、非製造業は＋15で変動な
し。中小企業の先行きは、製造業で2ポイント悪化の＋12、非製造業で5ポイント悪
化の＋10を見込んでいる。
　信金中央金庫による全国の景況調査（有効回答数12,874企業）では、2026 
年７～９月期(今期)の業況判断D.I.は▲4.1､前期比2.9 ポイント改善と、３四半期
ぶりの改善となった。業種別の業況判断D.I.は、全６業種中、小売業と不動産業で小
幅低下したものの、それ以外の４業種では改善した。地域別には全11 地域中、南
九州を除く10 地域で改善した。2026 年10～12 月期（来期）の予想業況判断
D.I.は▲2.1 と、今期実績比2.0 ポイントの改善を見込んでいる。業種別では全６
業種中、不動産業を除く５業種で、また､地域別では全11 地域中、北海道と北陸を
除く９地域で、それぞれ改善の見通しとなっている。
　長野財務事務所による法人企業景気予測調査では、2026年7～9月期の企業
の景況判断ＢＳＩをみると、全規模・全産業ベースで「上昇」超に転じている。これを
規模別にみると、大企業、中堅企業は「上昇」超に転じ、中小企業は「下降」超幅が縮
小している。また、業種別にみると、製造業は「上昇」超幅が拡大し、非製造業は「下
降」超幅が縮小している。先行きについては、大企業は「上昇」超で推移する見通し、
中堅企業は1～3月期に「下降」超に転じる見通し、中小企業は10～12月期に「上
昇」超に転じるものの、1～3月期に再び「下降」超に転じる見通しとなっている。
　日銀松本支店による県内2026年9月の企業短期経済観測調査(短観)による
と、企業の景況感を示す業況判断指数(DI)は製造業が+19で前回調査から11ポ
イント改善、非製造業は+12で前回調査と変動なし。先行きは製造業が＋24で今
回調査より５ポイント改善、非製造業で7ポイント悪化の＋5を予測している。
　当金庫の調査による東信地区内企業の総合業況判断指数（DI）は、前期比4.4ポ
イント改善して▲12.1となった。業種別では、製造業、卸売業、建設業で改善がみ
られた。翌期の業況判断指数は▲12.1となり、今期実績と同率を見込んでいる。
業種別では、製造業と卸売業が横ばい、小売業と不動産業が改善する見通しとなっ
ている。
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東信地区・業況判断指数推移（全産業業況感DI）（対前期比）
※棒グラフは業況判断指数、折れ線グラフは業況感DIを表わしています。
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　当金庫が実施した東信地区内257企業からの回答（回答率
97.3％）によると、2026年7～9月期（今期）の総合業況判断指
数（DI）は▲12.1となり、前期比4.4ポイント改善した。また、前期
における今期見通し（▲22.6）を10.5ポイント上回った。
　製造業・非製造業別のDIは、製造業が4.9で前期比19.4ポイン
ト上昇し、非製造業は▲20.0で前期比2.6ポイント低下した。売
上・収益面では、前年同期比売上額判断DIは前期比5.8ポイント低
下して▲6.2、同収益判断DIは0.2ポイント低下して▲11.3と
なった。資金繰り判断DIは2.1ポイント低下して▲11.7で推移し
ている。
　雇用面では、人手過不足判断DIは▲27.2（マイナスは人手「不足」超）と、マイナス幅が2.3ポイント拡大し、
人手不足感はやや強まった。また、残業時間判断DIは前期比2.3ポイント上昇した。
　業種別の業況判断DIは、製造業、卸売業、建設業で改善し、小売業、サービス業、不動産業で低下した。特に
製造業は前期比19.4ポイント上昇し、2022年12月期以来のプラス圏へ転じた。

　2026年10～12月期（翌期）の予測業況判断DIは▲12.1となり、今期実績と同率を見込んでいる。製造業・
非製造業別では、製造業が4.9で今期実績と同率、非製造業は▲20.0で変化なく、同率を見込んでいる。
　業種別では、製造業と卸売業が横ばい、小売業は1.4ポイント、不動産業は18.8ポイント上昇する一方、サービ
ス業は4.3ポイント、建設業は6.8ポイント、それぞれ低下する見通しとなっている。

　地区内企業が抱える経営上の問題点では、「売上の停滞・減少」が前期比0.5ポイント上昇し、35.4％で引き続
き最も多く挙げられた。以下、「利幅の縮小（29.6％）」、「人手不足（24.1％）」、「同業者間の競争の激化（21.4
％）」、「材料価格上昇（18.3％）」が続いた。
　また、「人件費の増加（14.8％）」は前期比2.8ポイント低下し、「人手不足」は前期比3.4ポイント上昇した。その
他、「天候の不順（4.7％）」が前期比2.4ポイント上昇した。

　当面の重点経営施策では、「経費を節減する（52.9％）」が前期比0.4ポイント上昇し、引き続き最も多く挙げら
れた。以下、「販路を広げる（30.7％）」、「人材を確保する（28.4％）」、「情報力を強化する（17.9％）」、「宣伝・広
告を強化する（12.1％）」、「品揃えを充実・改善する（10.1％）」が上位項目となった。

　長野労働局が発表した2026年8月の県内有効求人倍率（季節調整値）は1.30倍で、前月を0.01ポイン
ト上回った。地域別有効求人倍率（原数値）では、東信地域、中信地域および南信地域で前年同月を上回り、
安定所別では12安定所のうち、飯山所、上田所、佐久所、松本所、木曽福島所、大町所、飯田所、伊那所およ
び諏訪所で前年同月を上回った。
　東信地区の2026年8月の有効求人倍率（原数値）は、前年同月比0.08ポイント上回る1.35倍となっ
た。安定所別では、上田地域が前年同月比0.14ポイント上回る1.37倍、小諸・佐久地域が0.02ポイント上
回る1.33倍となった。

（2026.10.2 長野労働局発表資料「最近の雇用情勢（令和 8 年 8月分）」に基づく）
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回答企業 17 社

　業況感DIは前期比17.7ポイント上昇し、▲23.5となった。卸売業は全業
種の中でも恒常的に厳しい数値が示されているが、2023年6月以降では最
も改善したDIとなった。一方、売上額DI、収益DI、仕入価格DIはいずれも前回
調査と同率となるなど、大きな変化は見られなかった。

　「売上の停滞・減少（41.2％）」が前期比11.7ポイント低下したものの、引
き続き最も多く挙げられた。以下、「人手不足（29.4％）」「合理化の不足
（29.4％）」「同業者間の競争の激化（23.5％）」「仕入先からの値上げ要請
（17.6％）」と続いた。

　「販路を広げる（70.6％）」が前期比11.8ポイント低下したものの、引き続
き最も多く挙げられた。以下、「経費を節減（52.9％）」「品揃えを充実（29.4
％）」「人材を確保（29.4％）」「情報力を強化（17.6％）」と続いた。特に、「人
材を確保」は前期比17.6ポイント上昇した。

　業況感DIは今期実績と同率となる▲23.5となる見込みである。仕入価格
DIは23.6ポイント低下し、資金繰りDIは17.7ポイント改善する見通しであ
るが、売上額DI、収益DIはいずれも低下する見通しである。

　米穀類卸では、昨年は米不足により、米の仕入価格及び販売価格が高騰し
たが、今年は昨年より3割～4割程度下落する見通しとのこと。新米が出る前
に他社が昨年の米の価格を引き下げてきたため、当社も価格引き下げを余
儀なくされている。木材卸では、神社関係の商品は、以前は輸入品を取り扱
わないこととしていたが、コロナ禍以降は価格が優先され、中国製品が台頭
してきている。材木もロシア産が世界では売れなくなり、その多くが中国に流
れていることも、中国製品の価格を押し下げる要因となっている。工作機械
卸では、新規設備投資が低迷している。中東情勢の緊迫化の影響として、切
削工具の一部で納品が滞っているほか、潤滑油（機械油）の入手も潤沢では
ない。機械油については、既存取引先を優先することから、新規の問い合わ
せには対応できないケースもあった。
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　業況感DIは前期比19.4ポイント上昇して4.9となり、2022年12月期以
来のプラス圏へ転じた。売上額DI、受注残DI、収益DIはいずれも上昇した。特
に売上額DIは、前期比30.4ポイント上昇した。一方、原材料価格DIは前期比
0.5ポイントの小幅な低下にとどまり、依然として原材料高の影響が大きい。

　「原材料高（54.9％）」が前期比0.5ポイント低下したものの、引き続き最
も多く挙げられた。以下、「売上の停滞・減少（37.8％）」「利幅の縮小（34.1
％）」「人手不足（24.4％）」「人件費の増加（23.2％）」と続いた。

　「経費を節減（50.0％）」が前期比0.6ポイント低下したものの、最も多く
挙げられた。以下、「販路を広げる（48.8％）」「人材を確保（39.0％）」「機械
化を推進（19.5％）」「情報力を強化（19.5％）」と続いた。順位に変動はなか
った。

　業況感DIは今期実績と同率となる4.9となる見込みである。一方、売上額
DIは9.8ポイント低下して13.4となり、悪化が予想されている。原材料価格
DIは11.0ポイント低下して52.4となる見込みであるが、引き続き高水準で
推移しており、資金繰りDIは小幅に悪化する見通しが示された。

　自動車用プラスチック部品の成型・組立では、6月まで中東情勢の影響も
あり受注量は低調であったが、7月から受注が増加し、増産に転じている。8月
以降は回復傾向にある。電子計測器製造では、材料仕入先から石油由来のゴ
ム製品を中心に毎月のように値上げ要請があり、受注時の見積もりとの乖離
幅が拡大していることから、利益率の低下が懸念されている。電線・ケーブル
製造では、半導体関連の受注が多忙であり、特に「空調関係」の電線コネクタ
ーの受注は前年同月比で大幅に増加している。工業部品製造では、中国向け
データセンター建設に係る工作機械関連の受注は引き続き好調に推移して
いるが、人手不足の状況が続いている。自動車部品製造では、中東情勢悪化
の影響はさほど大きくないものの、熊本地震の影響で受注先の工場が一時
稼働停止となったほか、部品のサプライチェーンも停止したことから、8月は
生産調整に見舞われた。
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　業況感DIは前期比13.1ポイント低下して▲17.4となった。売上額DIは前期比
26.1ポイント上昇して8.7、収益DIは前期比13.0ポイント上昇して0.0となり、それ
ぞれ改善しているが、資金繰りDIは8.7ポイント低下して▲17.4となり、悪化した。

　「材料価格上昇（47.8％）」が前期比8.7ポイント低下したものの、引き続き最も
多く挙げられた。以下、「人手不足（34.8％）」「人件費の増加（30.4％）」「同業者
間の競争の激化（26.1％）」「売上の停滞・減少（21.7％）」「利幅の縮小（21.7
％）」と続いた。

　「経費を節減（52.2％）」が前期比4.4ポイント上昇し、引き続き最も多く挙げら
れた。以下、「人材を確保（39.1％）」「販路を広げる（39.1％）」「教育訓練を強化
（17.4％）」「宣伝・広告を強化する（17.4％）」と続いた。特に、「販路を広げる」は
前期比17.4ポイント上昇した。

　業況感DIは今期比4.3ポイント低下して▲21.7となる見通しである。売上額DI
は小幅に上昇し、収益DIは横ばいで推移するものの、依然として材料価格DIは高
水準で推移していく見通しである。

　観光業では、軽井沢の観光客の入込について、インバウンドの利用者が減少し
ており、前年比で10％程度落ち込んでいる。中国本土や台湾からの団体客が減
少していることが要因となっている。自動車整備工場では、中東情勢の影響を受
け、7月からオイルの入荷が少なく、値上げもみられる。特にディーゼルとガソリン
両用のオイルが少ない状況にある。業界全体では整備士不足である上に二極化
しており、重整備ができる職人が減少し、車検のみを取り扱う整備士が増加傾向に
ある。運送業では、7月下旬から8月にかけての日照不足や雨不足の影響から、高
原野菜の生育が悪く、季節変動の少ない製造業等の運送を増強する方針。美容業
では、男性の美容意識が高まっており、サロンの利用者が増加している。特に脱毛
の需要が高く、脱毛サロンは好調の様子。旅客運送業では、県内のタクシー運賃
が9月に3年ぶりに値上げされる。運賃の引き上げは増収につながる一方、人件費
や燃料費、デジタル対応などのコスト負担も増しており、先行きは楽観視できない
状況とのこと。

39.1
39.1
52.2

17.4
17.4

30.4

26.1

21.7

34.8

47.8

(21.7)

(17.4)

(13.0) ⑥

⑤

④

②

①

(39.1)

(47.8)

(30.4)

(30.4)

(17.4) ⑥⑤売上の停滞・減少

④同業者間の競争の激化

③人件費の増加

②人手不足

①材料価格上昇

①経費を節減
②人材を確保
②販路を広げる
④教育訓練を強化
④宣伝・広告を強化する

③

③

②

①

(39.1)

(56.5)

▲ 17.4
8.7
0.0
21.7
43.5

▲ 17.4
▲ 4.3
▲ 21.7

▲ 4.3
▲ 17.4
▲ 13.0
30.4
69.6
▲ 8.7
0.0

▲ 13.0

13.6
22.7
18.2
27.3
59.1
▲ 4.5
18.2
9.1

13.6
4.5

▲ 18.2
22.7
40.9
0.0
4.5
0.0

▲ 8.7
▲ 17.4
▲ 8.7
21.7
56.5

▲ 17.4
▲ 21.7
▲ 13.0

2026年2026年2026年2026年2025年2025年

回答企業 23 社

▲ 33.3
▲ 9.3
▲ 14.7
40.0
53.3
9.3

▲ 20.0

10～12月7～9月4～6月1～3月10～12月7～9月

26.7
28.0

62.7

22.7
9.3

①経費を節減
②品揃えを充実
③宣伝・広告を強化する
④売れ筋商品を扱う
⑤機械化を推進

回答企業 75 社

　業況感DIは前期比2.6ポイント低下して▲34.7となった。売上額DIは前期比
14.7ポイント低下して▲17.3、収益DIは前期比13.6ポイント低下して▲21.3
となり、3指数そろって悪化した。一方、仕入価格DIは前期比5.7ポイント低下して
50.7となるものの、資金繰りDIは11.2ポイント悪化した。

　「売上の停滞・減少（44.0％）」は前期比3.0ポイント上昇し、引き続き最も多く
挙げられた。以下、「利幅の縮小（26.7％）」「同業者間の競争の激化（22.7％）」
「大型店との競争の激化（22.7％）」「仕入先からの値上げ要請（22.7％）」と続い
た。

　「経費を節減（62.7％）」は前期比7.6ポイント上昇し、引き続き最も多く挙げら
れた。以下、「品揃えを充実（28.0％）」「宣伝・広告を強化する（26.7％）」「売れ筋
商品を扱う（22.7％）」「機械化を推進（9.3％）」と続いた。

　業況感DIは今期比1.4ポイント上昇して▲33.3、売上額DIは8.0ポイント上昇
して▲9.3、収益DIは6.6ポイント上昇して▲14.7となる見通しである。仕入価格
DI及び資金繰りDIは小幅な上昇が見込まれる。

　飲食店では、食材、光熱費、人件費等の値上がりに対し、価格転嫁が追い付いて
おらず、利幅が縮小している。先行き不透明感もあり、外食を控える傾向が見られ、
固定客の来店が減少している。自動車販売店では、物価高の影響で利益率が低下
しているため、以前にも増して販売や修理のみならず、保険等を含む総合契約をめ
ぐる競争激化が目立ってきている。家電店では、エアコンの2027年問題（省エネ
基準の変更）に伴い、顧客からの問い合わせが増えている。メーカーも新基準に沿
った製品の製造を始めているため、現在の廉価版モデルは在庫限りとなり、在庫確
保をめぐる競争が始まっている。パソコン販売店では、パソコンのメモリ不足が深
刻化しており、入荷のめどが立たない機種が多い。販売価格は軒並み上昇してお
り、歯止めが掛からない。食料品販売店では、仕入価格上昇に伴い価格転嫁したと
ころ、節約志向も重なり、一人当たりの購入額が減少傾向となっている。一方、
SNSで情報発信を継続したところ、若者の来店が以前よりも増加している。

22.7

22.7

22.7

26.7

44.0

(24.4)

(17.9)

(6.4) ⑧

④

③

②

①

(32.1)

(55.1)

(26.9)

(20.5)

(20.5) ④③仕入先からの値上要請

③大型店との競争の激化

③同業者間の競争の激化

②利幅の縮小

①売上の停滞・減少

③

②

②

①

(26.9)

(41.0)

▲ 34.7
▲ 17.3
▲ 21.3
28.0
50.7
4.0

▲ 22.7
▲ 30.7
▲ 28.0
34.7

2026年2026年2026年2025年2025年 2026年

▲ 32.1
▲ 2.6
▲ 7.7
26.9
56.4
0.0

▲ 11.5
▲ 11.5
▲ 21.8
50.0

▲ 34.6
▲ 42.3
▲ 34.6
23.1
41.0
0.0

▲ 29.5
▲ 23.1
▲ 28.2
39.7

▲ 24.4
▲ 10.3
▲ 14.1
23.1
34.6
2.6

▲ 17.9
▲ 9.0
▲ 19.2
39.7

▲ 17.7
▲ 2.5
▲ 12.7
11.4
32.9
1.3

▲ 20.3
5.1

▲ 12.7
39.2
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18.8
0.0
0.0
25.0
37.5

▲ 43.8
18.8

10～12月7～9月4～6月1～3月10～12月7～9月　業況感DIは前期比25.0ポイント低下して、2024年6月期以来の0.0となっ
た。売上額DIは前期比50.1ポイントと大幅に低下して▲18.8、収益DIは50.0
ポイント低下して0.0となった。一方、仕入価格DIは依然として高水準で推移し
ており、在庫DIも不足傾向が続いている。

　「地価・商品物件の高騰（81.3％）」が前期比18.8ポイント上昇し、引き続き
最も多く挙げられた。以下、「販売商品・物件の不足（56.3％）」「同業者間の競
争の激化（56.3％）」「大手企業との競争の激化（31.3％）」「売上の停滞・減少（
18.8％）」と続いた。

　「情報力を強化（87.5％）」が前期比12.5ポイント上昇し、引き続き最も多く
挙げられた。以下、「宣伝・広告を強化する（43.8％）」「販路を広げる（37.5
％）」「経費を節減（25.0％）」「提携先を見つける（12.5％）」と続いた。

　業況感DIは今期比18.8ポイント上昇して18.8、売上額DIは18.8ポイント
上昇して0.0、収益DIは横ばいとなる見通しである。仕入価格DIは今期比31.3
ポイント低下して37.5、販売価格DIも31.3ポイント低下して25.0となる見通
しである。

　移住者の増加に伴う物件不足により、不動産価格は引き続き上昇傾向にあ
り、アパート建設も増加し、地域外の業者による分譲地計画も増加している。土
地価格も上昇していることから、建築業者が一括買い上げして建売分譲するこ
とで、土地価格を明確に区分しない販売方法を行うケースも増えている。一方
で、建築価格の高騰により消費マインドが低下しており、土地価格はピークアウ
トしたとの声も聞かれた。軽井沢町では、事業用地として不動産を求める中国、
東南アジアからの外国人が目立っているが、不動産市況は落ち込み気味であ
り、東京都内と同様の流れとなっている。上田地域では、取り扱っている不動産
の動きが鈍く、回答待ちの物件について、なかなか返事が来ないとのこと。一
方、佐久地域では、岩村田地域を中心に住宅分譲地開発が旺盛であり、県外移
住者からの引き合いも多く、土地売却を希望する農家からの相談も多い。優良
物件については、今後もしばらく現在の状況が続くとの見解である。

37.5
43.8

87.5

25.0
12.5

56.3

18.8

31.3

56.3

81.3

(50.0)

(31.3)

(18.8) ⑤⑤売上の停滞・減少

④大手企業との競争の激化

②同業者間の競争の激化

②販売商品・物件の不足

①地価・商品物件の高騰

①情報力を強化
②宣伝・広告を強化する
③販路を広げる
④経費を節減
⑤提携先を見つける

④

③

②

①

(56.3)

(6(62.5)

0.0
▲ 18.8

0.0
56.3
68.8

▲ 37.5
18.8
0.0
0.0

(43.8)

(25.0)

(12.5) ⑤

④

②

③

①

(37.5)

(75.0)(75.0)

2026年2026年2026年2026年2025年2025年

25.0
31.3
50.0
50.0
68.8

▲ 43.8
12.5
31.3
37.5

18.8
12.5
12.5
50.0
50.0

▲ 37.5
18.8
37.5
25.0

31.3
37.5
31.3
50.0
43.8

▲ 37.5
18.8
43.8
37.5

25.0
31.3
31.3
56.3
81.3

▲ 18.8
6.3
31.3
37.5

回答企業 16 社

▲ 9.1
▲ 9.1
▲ 13.6
▲ 15.9
▲ 25.0
52.3
13.6
2.3

▲ 9.1

7～9月4～6月1～3月10～12月 10～12月7～9月

36.4
45.5
52.3

29.5
27.3

①経費を節減
②人材を確保
③技術力を強化
④情報力を強化
⑤販路を広げる

　業況感DIは前期比2.2ポイント上昇し、▲2.3となった。売上額DI、受注残
DI、施工高DIはいずれも上昇し、また、材料価格DIは小幅に低下したことか
ら、収益DIは13.7ポイント、資金繰りDIは4.5ポイント、それぞれ改善した。

　「材料価格上昇（81.8％）」が前期と同率を維持し、最も多く挙げられた。以
下、「利幅の縮小（40.9％）」「人手不足（38.6％）」「売上の停滞・減少（27.3
％）」「同業者間の競争の激化（25.0％）」と続いた。

　「経費を節減（52.3％）」が前期比11.3ポイント低下したものの、引き続き
最も多く挙げられた。以下、「人材を確保（45.5％）」「技術力を強化（36.4
％）」「情報力を強化（29.5％）」「販路を広げる（27.3％）」と続いた。

　業況感DIは今期比6.8ポイント低下して▲9.1、売上額DIは15.9ポイント
低下して▲9.1、収益DIは20.5ポイント低下して▲25.0となる見通しであ
る。材料価格DIは小幅な低下を予想するが、請負価格DIも低下することから、
資金繰りDIは6.8ポイント低下する見通しとなっている。

　中東情勢の悪化による資材価格への影響は特に大きく、断熱材などに加
え、外壁材の価格も高騰してきているとのこと。屋根材も一時期は仕入れが
困難であった。現状は、材料の仕入れは問題なくなってきたものの、仕入価格
が大幅に上昇しており、価格転嫁を進めているとのこと。公共工事について、
昨年度は競合先がなく落札できた事業が、今年度は複数企業が入札してお
り、落札できないケースが続いている。住宅工事については、新築工事は減少
し、小型のリフォーム等が主流となっている。建設業全体で人手不足や労働時
間の規制による工期の延長等があり、また、8月はお盆休み等もあり稼働日が
限られたことから、中規模の建設業者においては特に利益を圧迫する構造と
なっている。熱中症対策では、現場に簡易テントを張り、移動式エアコンを設
置するなどの対応をしている。工事開始時間を早朝にすることも検討したが、
騒音の心配があり、早朝工事はできない。熱中症アラームが鳴る時計を現場
工事作業員に装着させるなどの対策を講じているが、根本的な解決には至ら
ないことから、対応に苦慮している。
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27.3
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40.9

81.8

(31.8)

(22.7)

(25.0) ④

⑤

③

②

①

(43.2)

(63.6)

(43.2)

(25.0)

(31.8) ③⑤同業者間の競争の激化

④売上の停滞・減少

③人手不足

②利幅の縮小

①材料価格上昇

⑤
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③

①

(31.8)

(81.8)(81.8)

▲ 2.3
6.8
13.6
15.9
▲ 4.5
59.1
20.5
▲ 6.8
▲ 2.3
▲ 6.8
▲ 11.4

回答企業 44 社
2026年2026年2026年2026年2025年2025年

▲ 4.5
▲ 2.3
▲ 11.4

2.3
▲ 18.2
70.5
22.7
▲ 6.8
▲ 6.8
▲ 9.1
▲ 29.5

▲ 4.5
11.4
▲ 2.3
4.5
11.4
40.9
18.2
0.0

▲ 4.5
▲ 9.1
▲ 13.6

▲ 2.3
13.6
▲ 2.3
4.5
0.0
43.2
13.6
0.0

▲ 4.5
▲ 4.5
▲ 20.5

▲ 2.3
▲ 2.3
▲ 13.6
▲ 9.1
▲ 6.8
52.3
25.0
4.5
2.3

▲ 13.6
▲ 15.9
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「中小企業における生成AIの利活用について」
【特別設問：中東情勢による影響】

回
答
企
業
２
５
７
社
に
よ
る
調
査
結
果
で
す
。

今回は当金庫営業区域内（東信地区）中小企業経営者の皆さまに
「中小企業における生成AIの利活用」についてお聞きしました。

　生成ＡＩについて、「利活用している」との回答割合が31.6％となり、約３社に1社が生成AIを利活用している
結果となった。その内訳をみると、「主に経営者（個人事業主を含む）（15.2％）」、「主に従業員（8.6％）」、「全
体的に利活用（7.8％）」の順に多くなった。  一方で「利活用していない」は62.3％、「わからない」は6.2％と
なった。
　業種別では不動産業（43.8％）、サービス業（43.4％）で利活用が進んでいる一方、小売業（22.7％）では
進んでいない傾向がみられた。

　生成ＡＩの用途ないしは関心のある用途については、「文章作成（ﾒｰﾙ・案内文・議事録）（36.2％）」が最多
で、「データ分析（売上・顧客動向等）（17.5％）」、「経理事務作業の効率化(請求書の整理等）（16.7％）」、
「アイデア出し・経営戦略策定（16.0％）」、「販促文章の作成(SNS投稿、チラシ文面等)（14.8％）」が続い
た。一方で「利活用しておらず関心がない」は38.5％にのぼった。「文章作成（ﾒｰﾙ・案内文・議事録）」につい
て、業種別では不動産業やサービス業で回答が高い傾向がみられた。
　「利活用しておらず関心がない」は、業種別では、卸売業と小売業で回答割合が高い傾向がみられた。

貴社では、業務上で生成ＡＩを利活用していますか。利活用している場合は主にど
のような方が使っていますか。①～⑤の中から1つ選んでお答えください。

貴社では、業務上で生成ＡＩをどのような用途で利活用していますか。また、現
時点で利活用していない場合は、どのような用途での利活用に関心がありま
すか。下記の①～⓪の中から当てはまるものについて３つ以内で選んでお答え
ください。

●
調
査
時
点
２
０
２
６
年
９
月
　
日
現
在･

調
査
対
象
企
業
２
６
４
社（
回
答
率　

％
）

97.3

15

⑤6.2％

④62.3％

①7.8％

②15.2％

③8.6％

項 目 全企業 製造業 卸売業 小売業 サービス 建設業 不動産業業
7.8
15.2
8.6
62.3
6.2

7.8
15.2
8.6
62.3
6.2

8.5
15.9
7.3
61.0
7.3

8.5
15.9
7.3
61.0
7.3

0.0
17.6
17.6
58.8
5.9

0.0
17.6
17.6
58.8
5.9

4.0
10.7
8.0
70.7
6.7

4.0
10.7
8.0
70.7
6.7

13.0
21.7
8.7
47.8
8.7

13.0
21.7
8.7
47.8
8.7

11.4
13.6
9.1
63.6
2.3

11.4
13.6
9.1
63.6
2.3

12.5
25.0
6.3
50.0
6.3

12.5
25.0
6.3
50.0
6.3

①全体的に利活用①全体的に利活用
②主に経営者(個人事業主を含む)②主に経営者(個人事業主を含む)
③主に従業員③主に従業員
④利活用していない④利活用していない
⑤わからない⑤わからない

利活用
している
31.6％

利活用
している
31.6％

項 目 全企業 製造業 卸売業 小売業 サービス業 建設業 不動産業

　0.8%
　5.1%
　11.3%
　12.8%
　15.6%
　18.7%
　20.6%
　21.4%

　38.9%

　26.5％

①情報漏えい・セキュリティ面の不安

③出力内容の正確性への不安

⑤操作方法・使い方への不安
⑥業務上での活用方法が分からない

④推進できる人材がいない

②利用に際する社内ルールの未整備
38.9
21.4
20.6
18.7
15.6
12.8
11.3
5.1
0.8
26.5

51.2
35.4
19.5
19.5
12.2
11.0
12.2
4.9
0.0
15.9

17.6
23.5
23.5
0.0
0.0
17.6
5.9
5.9
0.0
52.9

22.7
8.0
12.0
20.0
24.0
13.3
13.3
5.3
0.0
36.0

56.5
13.0
26.1
39.1
8.7
13.0
13.0
8.7
4.3
13.0

45.5
20.5
34.1
15.9
20.5
11.4
11.4
2.3
2.3
22.7

31.3
25.0
18.8
6.3
6.3
18.8
0.0
6.3
0.0
37.5

⑨その他(            )
⑧効果検証・運用の時間が確保できない
⑦費用対効果が不明

⓪特にない

①文章作成(メール・案内文・議事録)①文章作成(メール・案内文・議事録)

③経理事務作業の効率化(請求書の整理等)③経理事務作業の効率化(請求書の整理等)

⑤販促文章の作成(SNS投稿、チラシ文面等)⑤販促文章の作成(SNS投稿、チラシ文面等)
⑥問合せ対応の効率化(チャット対応、FAQ等)⑥問合せ対応の効率化(チャット対応、FAQ等)

④アイデア出し・経営戦略策定④アイデア出し・経営戦略策定

②データ分析(売上・顧客動向等)②データ分析(売上・顧客動向等)
36.2
17.5
16.7
16.0
14.8
9.7
8.2
3.9
1.9
38.5

36.2
17.5
16.7
16.0
14.8
9.7
8.2
3.9
1.9
38.5

40.2
24.4
23.2
18.3
12.2
9.8
13.4
4.9
1.2
30.5

40.2
24.4
23.2
18.3
12.2
9.8
13.4
4.9
1.2
30.5

17.6
17.6
5.9
17.6
5.9
0.0
11.8
0.0
0.0
58.8

17.6
17.6
5.9
17.6
5.9
0.0
11.8
0.0
0.0
58.8

26.7
13.3
9.3
14.7
16.0
13.3
2.7
1.3
4.0
50.7

26.7
13.3
9.3
14.7
16.0
13.3
2.7
1.3
4.0
50.7

47.8
17.4
13.0
26.1
21.7
13.0
8.7
4.3
4.3
17.4

47.8
17.4
13.0
26.1
21.7
13.0
8.7
4.3
4.3
17.4

38.6
11.4
25.0
11.4
15.9
9.1
6.8
9.1
0.0
38.6

38.6
11.4
25.0
11.4
15.9
9.1
6.8
9.1
0.0
38.6

56.3
18.8
12.5
6.3
18.8
0.0
6.3
0.0
0.0
31.3

56.3
18.8
12.5
6.3
18.8
0.0
6.3
0.0
0.0
31.3

⑨その他(            )⑨その他(            )
⑧採用業務の効率化(求人票作成等)⑧採用業務の効率化(求人票作成等)
⑦社内情報検索・マニュアル化⑦社内情報検索・マニュアル化

⓪利活用しておらず関心がない⓪利活用しておらず関心がない

　0.4%
　6.6%
　7.4%

　22.6%
　23.0%

　30.0%
　30.4%
　31.9%
　34.2%

　14.8％

⑨
⑧
⑦
⑥
⑤
④
③
②
①

⓪
　1.9%　1.9%
　3.9%　3.9%

　8.2%　8.2%
　9.7%　9.7%
　14.8%　14.8%
　16.0%　16.0%
　16.7%　16.7%
　17.5%　17.5%

　36.2%　36.2%

　38.5％　38.5％

①原材料・部材の調達支援

③価格転嫁の円滑化支援

⑤買占めや不当な値上げへの監視強化
⑥資金繰り支援の拡充

④一時支援金などの給付金

②エネルギーの安定供給・料金対策
34.2
31.9
30.4
30.0
23.0
22.6
7.4
6.6
0.4
14.8

40.2
31.7
37.8
37.8
18.3
28.0
8.5
7.3
0.0
4.9

17.6
11.8
35.3
5.9
41.2
5.9
0.0
17.6
0.0
35.3

28.0
36.0
24.0
28.0
21.3
18.7
8.0
5.3
1.3
16.0

43.5
39.1
26.1
21.7
17.4
13.0
4.3
8.7
0.0
17.4

43.2
31.8
36.4
38.6
34.1
31.8
6.8
2.3
0.0
13.6

12.5
25.0
6.3
12.5
12.5
18.8
12.5
6.3
0.0
37.5

⑨その他(            )
⑧省エネ・効率化の支援
⑦情報提供・相談窓口の強化

⓪特にない

④特に問題なく通常どおり
⑤該当なし・分からない

15.6
46.3
17.9
11.7
8.6

15.9
52.4
12.2
15.9
3.7

5.9
41.2
29.4
11.8
11.8

13.3
45.3
21.3
9.3
10.7

8.7
52.2
21.7
8.7
8.7

29.5
43.2
13.6
6.8
6.8

6.3
25.0
25.0
18.8
25.0

（直近）
①かなり支障が生じている
②一部支障が生じている
③あまり支障は生じていない

⑦一部支障が生じる見込み
⑧あまり支障は生じない見込み
⑨特に問題なく通常どおりの見込み
⓪該当なし・分からない

12.1
44.4
22.6
11.3
9.7

6.1
56.1
20.7
13.4
3.7

11.8
29.4
35.3
11.8
11.8

9.3
42.7
25.3
8.0
14.7

13.0
47.8
17.4
13.0
8.7

29.5
36.4
18.2
6.8
9.1

6.3
25.0
25.0
25.0
18.8

⑥かなり支障が生じる見込み
（今後）

支障が
生じている
61.9％

支障が
生じる
見込み
56.5％



【特別設問：中東情勢による影響】

7.8
15.2
8.6
62.3
6.2

8.5
15.9
7.3
61.0
7.3

0.0
17.6
17.6
58.8
5.9

4.0
10.7
8.0
70.7
6.7

13.0
21.7
8.7
47.8
8.7

11.4
13.6
9.1
63.6
2.3

12.5
25.0
6.3
50.0
6.3

①全体的に利活用
②主に経営者(個人事業主を含む)
③主に従業員
④利活用していない
⑤わからない

利活用
している
31.6％

「
中
小
企
業
に
お
け
る
生
成
Ａ
Ｉ
の
利
活
用
に
つ
い
て
」

項 目 全企業 製造業 卸売業 小売業 サービス業 建設業 不動産業

項 目 全企業 製造業 卸売業 小売業 サービス業 建設業 不動産業

　生成ＡＩ利活用に際する業務上の課題については、「情報漏えい・セキュリティ面の不安（38.9％）」が最多で
「利用に際する社内ルールの未整備（21.4％）」「出力内容の正確性への不安（20.6％）」「推進できる人材がい
ない（18.7％）」が続いた。一方で、「特にない」は26.5％となった。

　中東情勢による調達面での支障について、直近（６か月程度）では、「一部支障が生じている（46.3％）」が最
も高く、「かなり支障が生じている（15.6％）」と合わせて61.9％が「支障が生じている」と回答した。
　今後についても「一部支障が生じる見込み（44.4％）」が最も高く、「かなり支障が生じる見込み（12.1％）」
と合わせて56.5％が「支障が生じる見込み」と回答した。

　中東情勢の混迷等を受けて行政に求める支援策は「原材料・部材の調達支援（34.2％）」が最多で、「エネル
ギーの安定供給・料金対策（31.9％）」、「価格転嫁の円滑化支援(30.4％）」、「一時支援金などの給付金
（30.0％）」が続いた。　一方で、「特にない」は14.8％となった。

貴社が生成ＡＩを業務で利活用する上で、課題となる点は何ですか。もし現時点で
利活用していない場合は、その理由は何ですか。以下の①～⓪の中から当てはま
るものについて３つ以内で選んでお答えください。

2026年春以降の中東情勢の混迷等により、貴社では原材料や商品等の調達(仕入
れ)に際して、欠品や納期遅れ等、価格面以外での支障が生じていますか。直近(６か月
程度)の状況について①～⑤の中から、今後(６か月程度)の見通しについて⑥～⓪の
中から最も当てはまるものをそれぞれ１つずつ選んでお答えください。

中東情勢の混迷等により、原油価格等の高騰や、原材料・商品等の調達が困難な状況
が生じています。これを受けて、今後、行政に求める支援策は何ですか。以下の①～⓪
の中から当てはまるものについて3つ以内で選んでお答えください。

⑨
⑧
⑦
⑥
⑤
④
③
②
①

⓪
　0.8%　0.8%
　5.1%　5.1%
　11.3%　11.3%
　12.8%　12.8%
　15.6%　15.6%
　18.7%　18.7%
　20.6%　20.6%
　21.4%　21.4%

　38.9%　38.9%

　26.5％　26.5％

①情報漏えい・セキュリティ面の不安①情報漏えい・セキュリティ面の不安

③出力内容の正確性への不安③出力内容の正確性への不安

⑤操作方法・使い方への不安⑤操作方法・使い方への不安
⑥業務上での活用方法が分からない⑥業務上での活用方法が分からない

④推進できる人材がいない④推進できる人材がいない

②利用に際する社内ルールの未整備②利用に際する社内ルールの未整備
38.9
21.4
20.6
18.7
15.6
12.8
11.3
5.1
0.8
26.5

38.9
21.4
20.6
18.7
15.6
12.8
11.3
5.1
0.8
26.5

51.2
35.4
19.5
19.5
12.2
11.0
12.2
4.9
0.0
15.9

51.2
35.4
19.5
19.5
12.2
11.0
12.2
4.9
0.0
15.9

17.6
23.5
23.5
0.0
0.0
17.6
5.9
5.9
0.0
52.9

17.6
23.5
23.5
0.0
0.0
17.6
5.9
5.9
0.0
52.9

22.7
8.0
12.0
20.0
24.0
13.3
13.3
5.3
0.0
36.0

22.7
8.0
12.0
20.0
24.0
13.3
13.3
5.3
0.0
36.0

56.5
13.0
26.1
39.1
8.7
13.0
13.0
8.7
4.3
13.0

56.5
13.0
26.1
39.1
8.7
13.0
13.0
8.7
4.3
13.0

45.5
20.5
34.1
15.9
20.5
11.4
11.4
2.3
2.3
22.7

45.5
20.5
34.1
15.9
20.5
11.4
11.4
2.3
2.3
22.7

31.3
25.0
18.8
6.3
6.3
18.8
0.0
6.3
0.0
37.5

31.3
25.0
18.8
6.3
6.3
18.8
0.0
6.3
0.0
37.5

⑨その他(            )⑨その他(            )
⑧効果検証・運用の時間が確保できない⑧効果検証・運用の時間が確保できない
⑦費用対効果が不明⑦費用対効果が不明

⓪特にない⓪特にない

①文章作成(メール・案内文・議事録)

③経理事務作業の効率化(請求書の整理等)

⑤販促文章の作成(SNS投稿、チラシ文面等)
⑥問合せ対応の効率化(チャット対応、FAQ等)

④アイデア出し・経営戦略策定

②データ分析(売上・顧客動向等)
36.2
17.5
16.7
16.0
14.8
9.7
8.2
3.9
1.9
38.5

40.2
24.4
23.2
18.3
12.2
9.8
13.4
4.9
1.2
30.5

17.6
17.6
5.9
17.6
5.9
0.0
11.8
0.0
0.0
58.8

26.7
13.3
9.3
14.7
16.0
13.3
2.7
1.3
4.0
50.7

47.8
17.4
13.0
26.1
21.7
13.0
8.7
4.3
4.3
17.4

38.6
11.4
25.0
11.4
15.9
9.1
6.8
9.1
0.0
38.6

56.3
18.8
12.5
6.3
18.8
0.0
6.3
0.0
0.0
31.3

⑨その他(            )
⑧採用業務の効率化(求人票作成等)
⑦社内情報検索・マニュアル化

⓪利活用しておらず関心がない

⑨
⑧
⑦
⑥
⑤
④
③
②
①

⓪
　0.4%　0.4%

　6.6%　6.6%
　7.4%　7.4%

　22.6%　22.6%
　23.0%　23.0%

　30.0%　30.0%
　30.4%　30.4%
　31.9%　31.9%
　34.2%　34.2%

　14.8％　14.8％

　1.9%
　3.9%

　8.2%
　9.7%
　14.8%
　16.0%
　16.7%
　17.5%

　36.2%

　38.5％

①原材料・部材の調達支援①原材料・部材の調達支援

③価格転嫁の円滑化支援③価格転嫁の円滑化支援

⑤買占めや不当な値上げへの監視強化⑤買占めや不当な値上げへの監視強化
⑥資金繰り支援の拡充⑥資金繰り支援の拡充

④一時支援金などの給付金④一時支援金などの給付金

②エネルギーの安定供給・料金対策②エネルギーの安定供給・料金対策
34.2
31.9
30.4
30.0
23.0
22.6
7.4
6.6
0.4
14.8

34.2
31.9
30.4
30.0
23.0
22.6
7.4
6.6
0.4
14.8

40.2
31.7
37.8
37.8
18.3
28.0
8.5
7.3
0.0
4.9

40.2
31.7
37.8
37.8
18.3
28.0
8.5
7.3
0.0
4.9

17.6
11.8
35.3
5.9
41.2
5.9
0.0
17.6
0.0
35.3

17.6
11.8
35.3
5.9
41.2
5.9
0.0
17.6
0.0
35.3

28.0
36.0
24.0
28.0
21.3
18.7
8.0
5.3
1.3
16.0

28.0
36.0
24.0
28.0
21.3
18.7
8.0
5.3
1.3
16.0

43.5
39.1
26.1
21.7
17.4
13.0
4.3
8.7
0.0
17.4

43.5
39.1
26.1
21.7
17.4
13.0
4.3
8.7
0.0
17.4

43.2
31.8
36.4
38.6
34.1
31.8
6.8
2.3
0.0
13.6

43.2
31.8
36.4
38.6
34.1
31.8
6.8
2.3
0.0
13.6

12.5
25.0
6.3
12.5
12.5
18.8
12.5
6.3
0.0
37.5

12.5
25.0
6.3
12.5
12.5
18.8
12.5
6.3
0.0
37.5

⑨その他(            )⑨その他(            )
⑧省エネ・効率化の支援⑧省エネ・効率化の支援
⑦情報提供・相談窓口の強化⑦情報提供・相談窓口の強化

⓪特にない⓪特にない

④特に問題なく通常どおり④特に問題なく通常どおり
⑤該当なし・分からない⑤該当なし・分からない

項 目 全企業 製造業 卸売業 小売業 サービス 建設業 不動産業業

15.6
46.3
17.9
11.7
8.6

15.6
46.3
17.9
11.7
8.6

15.9
52.4
12.2
15.9
3.7

15.9
52.4
12.2
15.9
3.7

5.9
41.2
29.4
11.8
11.8

5.9
41.2
29.4
11.8
11.8

13.3
45.3
21.3
9.3
10.7

13.3
45.3
21.3
9.3
10.7

8.7
52.2
21.7
8.7
8.7

8.7
52.2
21.7
8.7
8.7

29.5
43.2
13.6
6.8
6.8

29.5
43.2
13.6
6.8
6.8

6.3
25.0
25.0
18.8
25.0

6.3
25.0
25.0
18.8
25.0

（直近）（直近）
①かなり支障が生じている①かなり支障が生じている
②一部支障が生じている②一部支障が生じている
③あまり支障は生じていない③あまり支障は生じていない

⑦一部支障が生じる見込み⑦一部支障が生じる見込み
⑧あまり支障は生じない見込み⑧あまり支障は生じない見込み
⑨特に問題なく通常どおりの見込み⑨特に問題なく通常どおりの見込み
⓪該当なし・分からない⓪該当なし・分からない

①15.6％

②46.3％

③17.9％

⑥12.1％

⑨11.3％

⑧22.6％

⓪9.7％

⑤8.6％

④11.7％

⑦44.4％

［直近］

［今後］

12.1
44.4
22.6
11.3
9.7

12.1
44.4
22.6
11.3
9.7

6.1
56.1
20.7
13.4
3.7

6.1
56.1
20.7
13.4
3.7

11.8
29.4
35.3
11.8
11.8

11.8
29.4
35.3
11.8
11.8

9.3
42.7
25.3
8.0
14.7

9.3
42.7
25.3
8.0
14.7

13.0
47.8
17.4
13.0
8.7

13.0
47.8
17.4
13.0
8.7

29.5
36.4
18.2
6.8
9.1

29.5
36.4
18.2
6.8
9.1

6.3
25.0
25.0
25.0
18.8

6.3
25.0
25.0
25.0
18.8

⑥かなり支障が生じる見込み⑥かなり支障が生じる見込み
（今後）（今後）

支障が
生じている
61.9％

支障が
生じている
61.9％

支障が
生じる
見込み
56.5％

支障が
生じる
見込み
56.5％



(6

(75.0)

(81.8)

(▲12.1)

(▲ 0.8)

(0.8)

(▲15.9)

(▲10.1)

(26.3)

(45.4)

(52.4)

(▲ 1.2)

(21.7)

(52.2)

(13.6)

(1.3)

(▲10.9)

2026.7～92026.4～6

257257261261

▲12.1
(▲22.6)
1.9

(▲ 3.8)
14.3

(▲ 7.1)
15.9

(▲ 4.5)
▲ 5.8
(▲11.1)
32.6
(30.4)
51.9
(53.2)
63.4
(60.2)
▲ 1.2
(▲12.0)
21.7
(30.4)
53.7
(64.2)
20.5
(22.7)
▲ 2.0
(▲ 9.7)
▲11.7
(▲13.0)
▲ 6.2
▲11.3
33.7

2026.1～3

261261258258261261
2025.10～12 2026.10～122025.7～9

▲16.5
(▲13.8)
▲ 4.2
(▲ 0.8)
▲ 3.1
(▲ 5.5)
2.3

(▲ 4.5)
▲ 7.3
(▲ 8.4)
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上田信用金庫×パーソルキャリアによる副業人材活用セミナーを各地で開催！
（東御市・佐久市・上田市の各団体の研修にて）

小諸義塾高等学校と上田信用金庫が連携協力に関する協定を締結しました

　令和8年9月14日（月）、小諸義塾高等学校と上田信
用金庫が連携協力に関する協定書を締結致しました。
本協定は、双方が持つ知見、人的資源、および地域ネッ
トワークを統合し、生徒の成長と地域の持続的発展に
寄与することを目的として締結したものであります。
近年、地方における若者の地元定着や地域経済の持続
的発展が重要課題となる中、教育機関と地域金融機関
が連携して地域の課題解決に向けて取り組んでまいり
ます。

　令和8年7月22日（水）、「とうみキャラバン隊（東御市、
東御市商工会、上田信用金庫）」の主催で東御市中央公民館
にて、副業人材（外部の専門人材）の活用セミナーを開催致
しました。東御市の事業者様向けに、パーソルキャリアと
長野県のプロフェッショナル人材拠点により補助金活用も
含めたセミナーとなりました。【東御市】

　令和8年7月28日（火）、佐久市岩村田の「浅間ビジネス
クラブ総会・勉強会」にて佐久市岩村田の事業者様向けに
『～地域を支えるしんきん×人材のプロ・パーソルキャリ
ア～「副業人材」で拓く中小企業の未来ソリューション』と
して、地域創生戦略室とパーソルキャリアによる協働のセ
ミナーを開催致しました。【佐久市】

　令和8年7月29日（水）、「上田市商工会議所青年部セミ
ナー」において、上田市商工会議所青年部の会員様向けに
副業人材活用セミナーを開催致しました。出席者の中には
既に当金庫の副業人材活用（ハイプロダイレクト）を利用
した経験のある方も複数いたことから、未経験の会員様に
具体的な活用事例を中心に知って頂く機会となりました。
【上田市】

（担当：関・北村）上田信用金庫/地域創生戦略室
補助金のご相談や申請支援をご希望の事業者様はぜひご相談ください
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